
9 10

　2012年12月4日、伊達研究院長とインドネシア共和国
中部ジャワ州の州都スマラン市に赴き、Diponegoro大学
医学部および大学附属Dr. Kariadi病院と部局間交流協
定を結びました。
　スマラン市は古都ジョグジャカルタで知られる中部ジャ
ワ州の州都です。人口は150万人を超え、ジャカルタ、スラ
バヤ、メダン、バンドンと並ぶ五大都市と称されます。
Diponegoro大学は1957年創立11学部を擁する総合
大学です。イギリスの高等教育情報機関（Quacquarelli 
Symonds）による大学ランキングではインドネシアで第8
位です（2012年）。医学部は医学科、看護学科、栄養学科
を擁しています。また、独立した公衆衛生学部もあります。

一方、Dr. Kariadi病院はオランダ領であった1925年に
創立され（1942年から1945年の日本統治時代は「中央
市民病院」と改称）、独立を経て1964年に現在の名称と
なりました。大学の附属病院ですが独立した研究教育機
関です。放射線、リハビリテーション、検査なども充実した
基幹総合病院です。
　近年、経済発展がめざましく、日本とのつながりも深い
ASEAN諸国の研究機関と協定を結んだことは、長期的視
点において意義が大きいと考えます。今後、密接な交流を
通じて、研究・教育の両面において双方に有益なパート
ナーシップを構築していきたいと思います。

インドネシア Diponegoro大学および
Dr. Kariadi病院と部局間交流協定を締結

保健科学研究院　国際交流専門部会長　山内　太郎

国際交流協定締結の報告

　昨年12月1日に北海道大学大学院保健科学院と放射
線医学総合研究所の間において連携分野協定が締結さ
れ、4月1日付で保健科学院で最初の連携分野「重粒子医
科学分野」が設置されます。この連携協定は、”教育活動、
研究活動、社会貢献活動など、相互協力が可能な各分野
において、双方が互恵の精神に基づき連携および研究教
育協力を推進し、その成果を促進することにより、我が国
の放射線科学の発展･継承に寄与すること”を目的として
います。
　この連携分野の特徴は、保健科学研究院と最先端の放
射線科学研究を行っている放射線医学総合研究所との共
同研究・研究交流が推進されるだけではなく、人材育成の
推進の一環として、北海道大学大学院保健科学院博士後
期課程の大学院生が放射線医学総合研究所にて研究指
導を受けることが可能となります。
　今回、協定を結びました放射線医学総合研究所は、
1957年に創設された放射線と人々の健康に関わる研究
開発に取り組む「国内唯一」の研究機関と言っても過言で
はありません。千葉市稲毛区にある放射線医学総合研究
所には、重粒子医科学センター、分子イメージング研究セ
ンター、放射線防護研究センター、緊急被ばく医療研究セ
ンター等で構成されています。今回の連携の核となる重粒
子医科学センターは、国内で唯一の放射線治療専門病院
で国内第1位の重粒子線治療の実績を誇る重粒子医科学
センター病院を中心に、融合治療診断研究プログラム、次
世代重粒子治療研究プログラム、先端粒子線生物研究プ
ログラム、国際重粒子医科学研究プログラムを有していま
す。2010年には国際原子力機関(IAEA)の協働セン

ターに認定されるなど、国際的にも評価の高い研究機関
です。
　連携分野の客員教員として、放射線医学総合研究所重
粒子医科学センター病院・病院長の安藤裕先生、重粒子
線医科学センター融合治療診断研究プログラムリーダー
の辻比呂志先生が客員教授として着任されます。両先生
は、放射線治療専門医としての豊富な臨床経験と研究実
績をお持ちであり、大学院保健科学院博士後期課程・保
健科学コース先進医療科学科目群の主任指導教員・副指
導教員として、以下のテーマを研究指導して頂きます。

安藤客員教授
医療情報の標準化に関する研究
臓器Registrationの画像処理および放射線治療分布等
に関する研究

辻客員教授
粒子線治療の臨床効果に関する研究
放射線治療における先進技術に関する研究

　また、授業科目として重粒子医科学特講を放射線医学
総合研究所にて開講して頂く予定です。
　放射線医学総合研究所での様々な共同研究、連携分野
「重粒子医科学分野」での研究指導を通じた博士号取得
を希望される方がいらっしゃいましたら、是非ご連絡くだ
さい。何卒よろしくお願いいたします。

独立行政法人放射線医学総合研究所と大学院連携協定を締結
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大学院連携分野設置の報告

台北医学大学と部局間交流協定を締結
保健科学研究院　研究院長　伊達　広行

国際交流協定締結の報告

　2012年12月21日（金）台北市にある台北医学大学に
おいて、台北医学大学と本学との部局間協定に関する調
印式が行われました。この協定は、台北医学大学の医学
部、看護学部、公衆衛生・栄養学部、医療技術学部の４部
局と、北海道大学の大学院医学研究科・医学部と大学院
保健科学院の２部局との間で結ばれるものです。台北医
学大学のTzeng医学部長のスピーチの後、玉木医学部
長・医学研究科長と保健科学院長が、スライドを用いて、

それぞれ医学科・医学研究科と保健学科・保健科学院の
教育研究活動について紹介しました。台北医学大学から
は、上記４学部の学部長を含む１０名以上の関係教員・職
員の出席があり、調印に続き、記念品交換が行われまし
た。この協定締結により、両大学の部局の学生ならびに研
究者の交換研修や共同研究プロジェクトの遂行など、積
極的な学術交流が期待されます。


